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 「
安
保
法
制
の
廃
止
と
立
憲
主
義
の
回

復
を
求
め
る
市
民
連
合
」
と
立
憲
野
党
４
党

に
よ
る
「
衆
議
院
総
選
挙
に
お
け
る
野
党
共

通
政
策
」
の
合
意
が
９
月
８
日
に
結
ば
れ
、

総
選
挙
で
政
権
交
代
を
め
ざ
す
野
党
の
旗
印

が
立
ち
ま
し
た
。 

野
党
共
通
政
策
で
は
、
①
憲
法
に
基
づ

く
政
治
の
回
復
、
②
科
学
的
知
見
に
基
づ
く

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
強
化
、
③
格

差
と
貧
困
を
是
正
す
る
、
④
地
球
環
境
を
守

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
と
地
域
分
散
型
経
済
シ

ス
テ
ム
へ
の
移
行
、
⑤
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
に

基
づ
い
た
自
由
で
公
平
な
社
会
の
実
現
、
⑥

権
力
の
私
物
化
を
許
さ
ず
、
公
平
で
透
明
な

行
政
を
実
現
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

総
選
挙
で
こ
の
政
策
の
実
行
す
る
政
権

の
実
現
を
め
ざ
し
、
そ
の
実
現
に
全
力
を
つ

く
す
と
合
意
し
、
４
党
首
が
署
名
し
ま
し

た
。 合

意
文
書
の
コ
ピ
ー
を
２
面
に
掲
載
し
ま

す
。 

   

９
月
議
会
に
提
出
さ
れ
た
２
０
２
１
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
第
４
号
に
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
普
及
す
る
た
め
に
３
千

円
の
商
品
券
を
配
る
こ
と
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。
砂
田
市
議
は
個
人
情
報
漏
洩
の
危

険
が
あ
り
、
反
対
し
ま
し
た
。 

 

 
 

砂
田
市
議
の
反
対
討
論 

 

そ
も
そ
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
国
民
の

側
か
ら
「
つ
く
っ
て
く
れ
」
と
要
望
し
た
も
の

で
は
な
い
。
政
府
が
国
民
一
人
ひ
と
り
に
生
涯

変
わ
ら
な
い
１
２
ケ
タ
の
番
号
を
つ
け
、
多
く

の
分
野
の
個
人
情
報
を
紐
づ
け
し
て
、
国
な
ど

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る
。 

  

個
人
情
報
漏
洩
の
危
険 

 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
侵
害
の
危
険
が
あ
り
、

個
人
情
報
の
漏
洩
や
カ
ー
ド
の
紛
失
、
盗
難
と

い
う
国
民
の
不
安
は
拭
え
な
い
。
現
代
の
高
度

に
発
達
し
た
情
報
化
社
会
で
は
、
国
家
や
企
業

な
ど
に
無
数
の
情
報
が
集
積
さ
れ
て
お
り
、
本

人
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
や
り
と
り
さ
れ
た
個

人
情
報
が
、
本
人
に
不
利
益
な
使
い
方
を
さ
れ

る
お
そ
れ
が
あ
る
。 

日
本
の
法
律
で
は
、
Ｅ
Ｕ
の
一
般
デ
ー
タ
保

護
規
則
が
定
め
る
よ
う
な
個
人
情
報
を
守
る
た

め
の
規
程
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

 財
界
の
提
言
か
ら
始
ま
っ
た 

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド 

社
会
保
障
を 

「負
担
に
見
あ
っ
た
給
付
」に
抑
制 

 

も
と
も
と
、
ど
ん
な
こ
と
か
ら
こ
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
始
ま
っ
た
の
か
。
日
本
経
団

連
の
２
０
０
０
年
代
か
ら
の
提
言
を
受
け
て
具

体
化
さ
れ
た
も
の
だ
。
社
会
保
障
を
「
負
担
に

見
あ
っ
た
給
付
」
の
名
で
徹
底

し
た
給
付
抑
制
を
実
行
し
、
国

の
財
政
負
担
、
大
企
業
の
税
・

保
険
料
負
担
を
削
減
し
て
い
く

こ
と
が
、
政
府
・
財
界
の
最
大

の
ね
ら
い
だ
。 

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
よ
り 

省
エ
ネ
に
予
算
を 
 

国
と
大
企
業
に
情
報
管
理
さ
れ
る
危
険
の
あ

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
を
、
３
千
円

の
商
品
券
で
釣
る
た
め
に
、
市
の
貴
重
な
一
般

財
源
（
市
の
判
断
で
使
え
る
財
源
）
８
４
０
万
円

を
使
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。 

こ
の
貴
重
な
財
源
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
と

省
エ
ネ
の
た
め
に
、
今
度
取
り
替
え
る
市
役
所

の
窓
ガ
ラ
ス
を
二
重
に
し
て
断
熱
効
果
を
高
め

る
た
め
に
使
っ
た
方
が
、
よ
っ
ぽ
ど
有
効
で
は

な
い
か
。
こ
の
予
算
で
は
一
重
ガ
ラ
ス
に

取
り
替
え
る
の
に
７
４
０
万
円
を
見
て
い

る
が
、
も
う
８
４
０
万
円
を
加
え
て
二
重

ガ
ラ
ス
に
し
、
省
エ
ネ
に
改
善
す
べ
き
で

な
い
か
。 

砂
田
市
議 

子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
無
料
化
を
石
川
県
で
も 

 

民
生
部
長 

子
ど
も
医
療
費
は
呉
西
全
域
が
現
物
給
付
（
窓
口
で
無

料
）
で
あ
り
、
償
還
払
い
（
窓
口
で
一
時
立
て
替
え
、
後
か
ら
市
が
払
い

戻
す
）
の
１
位
は
金
沢
市
、
２
位
が
富
山
市
で
あ
る
。
ま
ず
は
県
内
全

域
の
現
物
給
付
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。
（
参
考 

小
矢
部
市

の
石
川
県
で
の
子
ど
も
医
療
費
償
還
払
い
件
数
２
０
２
０
年
度
５
９
６

件
＝
領
収
書
の
枚
数
、
２
１
年
４
月
か
ら
８
月
ま
で
２
６
６
件
。
） 

県
外
へ
の
現
物
給
付
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
石
川
県
内
で
の
現
物
給
付
の
状
況
、
県

を
ま
た
い
だ
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
と
の
調
整
、
医
師
会
と
の
調
整
な
ど
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。 

アルビス前で訴える日本共

産党の砂田市議＝９月２６日 

９月議会報告  

市
民
団
体
「
オ
ー
ル
と
や
ま
県
民
連
合
」
の
全
県
キ
ャ
ラ
バ
ン
宣
伝
が
９

月
１
９
日
か
ら
始
ま
り
、
２
６
日
は
呉
西
地
域
を
回
り
、
小
矢
部
市
で
は
ピ

ア
ゴ
小
矢
部
店
前
と
ア
ル
ビ
ス
前
で
街
頭
演
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
写

真
）
。
弁
士
は
日
本
共
産
党
の
砂
田
喜
昭
市
議
、
小
矢
部
平
和
委
員
会
の
堀

内
喜
亨
氏
で
し
た
。
同
日
高
岡
駅
南
で
は
社
会
民
主
党
県
連
の
島
村
代
表
、

日
本
共
産
党
の
坂
本
書
記
長
も
訴
え
ま
し
た
。 

９月議会一般質問（２） 

４
野
党
の 

共
通
政
策 

 


